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建築における VR 技術 
 

先⽉(1０⽉)末、娘たちの強い勧めで家内と東京ディズニーシーのソアリン(Soaring)を体
験してきました。娘たちが⾔うにはソアリンは体験すると感動して涙が出る⼈が続出して
いるとのこと。コロナの影響もあり当分海外には⾏けそうもないと思い（良い年をして？）
興味半分で⾏ってきました。Soaring は観客が数列の椅⼦に着席し、椅⼦⾃体が舞い上り
（soaring）⽬前の⼤スクリーンに広がる万⾥の⻑城、サハラ砂漠、南極⼤陸等を⿃の⽬線、
⾶⾏速度で観察することが出きるというフライトシミュレータアトラクションです。⼤変
すばらしいアトラクションでしたが、残念ながら感動の涙は出ませんでした。 

このアトラクションは VR(バーチャルリアリティー)の⼀つと⾔えます。VR は従来より
医療、ショッピング、観光、スポーツ、教育等幅広い分野で活⽤されています。昨今では
コロナの影響でリアルの活動が⾃粛気味であることから、新しい様々な VR 技術が活⽤され
始めているようです。 
そもそも VR（バーチャルリアリティ）とは何でしょうか？⼀般には仮想現実と訳されるこ
とが多く、リアルに対して fake 或いは所詮ダミーと捉えられることも多いようです。 
しかし、VR の定義は「⼈間の５感を拡張して現実に近い臨場感のある状況を構築すること
で本質的あるいは効果として現実であること。つまり、みかけはそのものではないが現実
と同等の価値をもつもの」とされています。近年はこの VR の延⻑として MR（ミックスド
リティ） や AR(オーギュメンテッドリアリティ)に展開が進んでおり、最近の VR は「なん
でもあり」の様相を呈してきました。しかし、どのような VR 技術でも「コンセプト」と「コ
ンテンツ」の設定がシステム構築の⼤前提となります。 
上記のソアリンでは「世界中を⿃のように⾶び回る体感が出来きる」というコンセプトと
実際の「万⾥の⻑城等の実写映像」というコンテンツが必要でそれを達成するために⼤型
スクリーンや稼働椅⼦等の VR システムがあるという位置づけになります。 
では建築で VR システムを構築する際のコンセプトとコンテンツは何になるでしょう？ 
建築の世界で VR のコンセプト（意義）をざっくり⾔うと「建築の試作品」の構築であると
筆者は考えています。⼀般に⾞や⾷品、⾐料等あらゆる商品にはいわゆる試作品があり、
この試作品を通して顧客や世間の評価を受けますが、建築物や⼟⽊構造物の場合、この試
作品（ダムや⼤型建築物）の構築は⼀般に不可能です。そこで従来の図⾯や模型に加え VR
上で建築の試作品を作るというアイデアが思いつきます。 
ではその試作品として成り⽴つための必要なコンテンツは何になるのでしょう？ 
これもざっくり⾔うと２つあり、⼀つは⼤きさ、形、⾊等の建築デザインです。もう⼀つ
は（これが⼤変重要ですが）環境や耐震等の建築性能です。前者はアート的、後者はサイ
エンス的と⾔えます。つまり建築の試作品を作るための VR のコンテンツにはアートとサイ
エンスの両者が必要と考え、数⼗年前 VR システムを建設業の世界に導⼊しました。 



構築した VR システムは建築の⽬に⾒えるデザイン(アート)と⽬に⾒えない環境性能(サイ
エンス)の両者を同時に表現するという意味で「ハイブリッドビジョン」と命名されました。
多⼈数で没⼊感を得るため⼤型スクリーンによるシアター型 3 次元⽴体視システムを採⽤
し様々な物件に適⽤しそこそこ成功したと思っていましたが、ここで思わぬ障害にぶつか
りました。いわゆる VR 酔いです。 
⼈間の数％は VR 酔いしやすい体質らしく、上記の VR シアターで気分が悪くなる⼈もいま
した。これでは全くの逆効果なのでこの改善のために視点移動の速度や経路の調整のため
の新たな研究開発が必要でした。 
 
振り返ってみると筆者が VR に着⼿したきっかけは前回お話しした通り気流の⽴体視でし
た。上記の VR シアターもサイエンス的には CFD の VR 的可視化を中⼼とするものでした。 
近年の CFD の VR 可視化ではシアター型ではなくゴーグル着⽤型が多いようです。 
VR に関してはその後様々な展開を試みましたが、技術も評価もいまだ未確⽴という気がし
ます。それは建築の試作品というコンセプトが⼤きすぎ（曖昧すぎ）、コンセプト＆コンテ
ンツ＆(それに応じた最適な)システムが⼀義的に決定できないからであると感じています。 
逆に⾔えば上記のように VR は周辺技術を巻き込みながら成⻑する HUB 的性質を持つため
今後も BIM や AI を巻き込んだ様々な新たな展開が広がる可能性もあります。それに応じ
て CFD に代表される環境シミュレーションも VR とともに今後⼤きく変化してゆくかもし
れません。 
 
 
 
 
 
 


